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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

本研究では、溶脱による変質を模擬したコンクリート試料を用いて拡

散・収着実験を行い、放射性核種の移行挙動の現象理解を図る。加え

て、CT-XRD連成法や三重核磁気共鳴の最先端分析法によって、コンク

リートの内部微細構造や核種の濃集機構を解明する。また、変質コン

クリート中の多核種移行モデルを不均一な拡散場や境界条件の下で構

築し、均一場におけるモデルでは考慮不可能であった放射性核種の詳

細な濃度分布に基づき、コンクリート廃棄物の放射能レベル区分及び

物量推計を行う。他方、福島第一原子力発電所（1F）の廃炉に伴う解

体作業のシナリオを複数構築し潜在的放射線リスクの低減度合い及び

廃棄物の発生量の観点から各シナリオの特性評価及びそれらの比較を

行う。以上を総合することにより、コンクリート構造物の性状把握・

解体から処理・処分に至るまでの一連の工程を俯瞰した、合理的な廃

棄物管理方法を解明する手法の確立を目的として、以下の項目を行

う。 

１）汚染水との接触により変質したコンクリート材料中の放射性核

種の移行挙動の解明 

２）汚染水との接触により変質したコンクリートの特性評価 

３）変質コンクリート材料中の放射性核種の移行挙動モデルの構

築、放射性廃棄物物量の推計 

４）建屋解体から発生するコンクリート廃棄物の分別基準を含む管

理シナリオの分析 

２．総合評価 Ａ ・コンクリートの変質を考慮した吸着・浸透解析を基礎から積み上

げ、廃棄物物量の推定を行うとともに、廃炉ステップを考慮した廃

棄物の発生シナリオと管理シナリオを示せたことを高く評価しま

す。 

・一方で、放射線量測定結果から内部汚染を推定する方法の規制適用

性や、最終的な廃棄物管理については更なる検討が必要と考えら

れ、東電HDとの情報交換を含め、令和5年度に本事業で採択された継

続課題において、しっかりと検討を進めることが重要である。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


